
NPO法人才の木10周年記念　トークカフェ盛岡
第211回木を勉強する会（木勉会）

どう変わる日本の森林

過去50年、私たちの生活様式は大きく変わり、
日本の森の姿も変わりました。
これから、私たちのライフスタイルが、より豊かなものに変わってゆくにつれて、
日本の森はどのように変わるのか。
諸外国の事情なども紹介しながら、夢のあるトークを楽しみましょう。

日時：平成28年11月12日（土）
　　　13:30 ～ 16:30（受付 13:00）
場所：いわて県民情報交流センター(アイーナ)　会議室501A・B

主催：NPO法人才の木、木を勉強する会（岩手農林研究協議会AFR）
後援：（一社）日本木材学会、岩手県
　　　（国研）森林総合研究所東北支所
　　　岩手県木材産業協同組合、岩手県木材青壮年協議会

会費：無料　＊どなたでも参加できます。

参加方法：事前のお申し込みは必要ありません。
　　　　　当日、直接会場にお越し下さい。

開会挨拶　NPO法人才の木理事長　福島和彦

話題提供者
13:35～　大きく変わってきた日本の森林 
  

15:05～　コーヒーブレイク

14:05～　わかりやすい森づくりの仕組みを創る 

14:35～  
        　　 岩手大学農学部　教授　関野　登　氏

　森の機能美を考える 

司会・進行　NPO法人才の木・理事　日當和孝、蔵治光一郎

今年度｢才の木｣は10周年を迎えます｡その記念事業の一環として､
才の木トークカフェを各地のみなさまにお届けすることといたしました。
才の木はトークカフェのような時代を先取する事業をこれからも提案し続けるつもりです｡
この機会に､昨年から発刊しておりますメルマガ(無料)を
http://www.sainoki.org/から購読しませんか｡

15:30～　トークセッション

～市民・山主・行政・業界の共通価値は創造できるか～

岩手県盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号

東京大学　大学院農学生命科学研究科　准教授　蔵治　光一郎　氏

岩手大学 連合農学研究科　教授　比屋根 哲　氏


